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「『
夢
』
と
は
、
そ
の
持
ち
主
に

と
っ
て
、『
か
け
が
え
の
な
い
も
の
』

で
あ
り
、『
支
え
』
で
あ
り
、
そ
の

人
を
『
成
長
さ
せ
る
も
の
』
で
あ
る

…
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
な
い
大

き
な
『
志
』
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
、
ま
た
、
あ
き
ら
め
ず
に
自
分

を
信
じ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
、『
夢
』
は
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
」。

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
人
権

作
文
・
人
権
標
語
の
募
集
で
特

選
に
選
ば
れ
た
生
徒
の
作
品

か
ら
の
抜
粋
で
す
。
応
募
さ

れ
た
作
品
を
見
る
と
、
社
会

に
目
を
向
け
た
も
の
や
自
分
自

身
の
体
験
か
ら
得
た
も
の
な
ど

内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
作
品
の

よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

人
権
作
文
・
人
権
標
語
の
募
集

は
、
人
権
週
間（
１２
月
４
日
か
ら
１０

日
ま
で
）の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
小
・
中
学
生
に
人
権
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
と
豊
か
な
人
権
感

覚
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
作
文

と
標
語
の
募
集
を
し
ま
す
。
両
方

へ
の
応
募
も
可
能
で
す
の
で
、
多

く
の
小
・
中
学
生
か
ら
の
応
募
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
文
や
標
語
を
通
じ

て
、
小
・
中
学
生
の
み
ず
み
ず

し
い
人
権
感
覚
に
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
ふ
れ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
作

品
集
に
収
録
し
て
配
布
し
た

り
、
原
文
を
市
図
書
館
で
展
示

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

作
品
集
は
公
民
館
や
市
図
書

館
な
ど
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
度
の
作
品
展
は
、
市
図

書
館
で
来
年
２
月
１５
日
か
ら
２４
日

ま
で
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
う
し
た
機
会
に
、
人
権
尊
重
の

精
神
を
さ
ら
に
高
め
、
広
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
亀
山
氏
元
戎え

び
す

屋
は
、

代
々
酒
造
・
質
屋
・
回
船
問
屋

を
手
広
く
営
み
、
松
山
藩
の
ご

用
達
を
務
め
ま
し
た
。

宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
元

戎
屋
に
生
ま
れ
た
亀
山
徳
右
衛

門
道
本
は
、
北ほ

く

翁お
う

と
号
し
文
化

風
流
人
と
し
て

後
世
に
名
を
残

し
ま
し
た
。

頼
山
陽
、
藤

井
高
尚
と
も
交

遊
が
深
く
、
頼

山
陽
が
元
戎
屋

に
滞
在
し
た
と

き
、
酒
を
く
み

交
し
た
間
柄
で
す
。
ま
た
、
井

山
宝
福
寺
へ
の
雪
舟
碑
建
立
を

念
願
し
、
藤
井
高
尚
の
撰
文
を

頼
山
陽
に
揮き

毫ご
う

し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
道
本
没
後
の
大
正
１５
年

「
三
絶
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

総社商店街の歴史を巡る

頼
山
陽
来
遊
の
元
戎
屋
跡

史
跡
探
訪
の
碑
を
尋
ね
て
⑨

●

●

総社宮

市役所

商店街通り

★

国道180号
東総社駅

●
総社小学校

 頼山陽来遊の元戎屋跡頼山陽来遊の元戎屋跡 頼山陽来遊の元戎屋跡

●
まちかど郷土館

【
生
涯
学
習
課
】

広げよう　人権尊重の精神
～人権作文・人権標語から～
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１２
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は
エ
イ

ズ
発
生
件
数
が
毎
年
増
加
し
、

県
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

を
機
に
、「
エ
イ
ズ
　
ス
ト
ッ

プ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
に

よ
り
発
病
し
ま
す
。
エ
イ
ズ

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
に
は
、
ま

ず
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
性
行
為
感

染
を
防
止
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
は

正
し
い
使
い
方
を
今
一
度
見

直
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
早
期
発
見

に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
が

有
効
で
す
。
感
染
の
機
会
が

疑
わ
れ
る
日
か
ら
３
か
月
以

上
経
過
し
て
、
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
腕
か
ら
少
量

の
血
液
を
採
取
し
、
１
週
間

ほ
ど
で
検
査
結
果
が
で
ま
す
。

県
倉
敷
保
健
所
で
は
原
則

と
し
て
無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

抗
体
検
査
（
病
院
や
診
療
所
は

有
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ

イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
月
第

２
・
４
月
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。
１２
月
５

日
d
は
夜
間
検
査
を
午
後
５

時
か
ら
８
時
ま
で
行
な
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
予
約
（
エ
イ

ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
０
８
６
│

４
２
５
│

２
１
３
３
）
が
必
要

で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
か
ら
エ
イ
ズ

発
病
ま
で
は
約
１０
年
の
期
間

が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
た
ら
早
い
時
期
に
治
療

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

近
年
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
抑

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
職
場
に
感

染
者
が
い
て
も
普
通
に
接
し

て
く
だ
さ
い
。

エイズ　ストップ
福田和夫 医師
（吉備医師会から）

１０
月
１６
日
、
兵
庫
県
加
古
川

市
で
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
小
学
校
２
年
生
の
女

子
児
童
が
何
者
か
に
殺
害
さ
れ

た
の
で
す
。
児
童
は
、
午
後
６

時
ご
ろ
、
同
級
生
と
遊
ん
だ
後
、

一
人
で
帰
宅
途
中
に
被
害
に
遭

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

冬
至
も
近
づ
き
、
日
没
が
た

い
へ
ん
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
に
は
、
不
審
者
か

ら
の
「
声
か
け
」
や
「
つ
き
ま
と

い
」、「
痴
漢
」
な
ど
の
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
に
対
す
る
防
犯
指
導
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り

活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

家
で
子
ど
も
た
ち
と
防
犯
に
つ

い
て
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

守ろう！ 地域の子どもたち

監修・問い合わせ　総社警察署生活安全課（1(4０１１０）

できるだけ複数で下校する。
万一、危険な目に遭ったら、大声で助け
を呼ぶ。また、近くの家や商店に駆け込
み、１１０番通報してもらう。
早めの帰宅。
夜は、人通りが少なく暗い道は避ける。
被害に遭いそうになっただけでも、
すぐに警察へ通報する。

★
★

★
★
★

被害に遭わないためには被害に遭わないためには被害に遭わないためには

■　メール配信を利用しよう　■
●携帯電話への不審者情報のメール配信は
momo@pasmail.jp から登録してください。
●市教育委員会の不審者情報のメール配信は
学校教育課（1(2８３５８）へお尋ねください。
●県警ホームページ「不審者情報」は
http://www.pref.playama.jp/kenkei.htm で公開中！

ちちちちょょょょっっっっ
とととと

立立立立ちちちち話話話話

荒木智子さん（総社一丁目）

毎年、大
おお

晦
みそ

日
か

、総社宮の参道
から通りにかけて、びっくりす
るほどの人が並んでいるんです
よ。「人が集まり、歩ける道」。
この通りにも、みんなが楽しめ
る行事が、もっとあればと思い
ますね。




